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SH7216グループ 
イーサネット基板設計ガイドライン 

要旨 
この資料は SH7214/SH7216 にイーサネット PHY-LSI を接続するときの基板設計ガイドラインを掲載して

います。 

動作確認デバイス 
SH7214/SH7216 
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1. インタフェース 

1.1 インタフェース概要 
1.1.1 Media Independent Interface (MII) 

Media Independent Interface(MII)は、ネットワーク・コントローラ・チップ(MAC)をメディア・インタフェー
ス・チップ(PHY)に接続するために用いられる標準インタフェースです。図 1にMII信号接続例を示します。 
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図 1 MII 信号 

 

1.1.2 Media Dependent Interface (MDI) 
Media Dependent Interface(MDI)は、メディア・インタフェース・チップ(PHY)をパルストランス及びRJ45 コ

ネクタに接続するために用いられるインタフェースです。図 2に 10/100Mbpsインタフェースを示します。 
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図 2 MDI 信号 
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1.2 インタフェース端子機能 
1.2.1 Media Independent Interface (MII) 
表 1にMedia Independent Interface (MII)の端子機能を示します。 

 
表 1 Media Independent Interface (MII) 端子機能 

信号名 機能 入出力 
(MAC) 

入出力 
(PHY) 

備考 

TX_CLK 送信クロック 入力 出力 TX_EN,TXD[3:0],TX_ER のタイミング

クロック 
10Base-T: 2.5MHz 
100Base-TX: 25MHz 

TX_ER 送信エラー 出力 入力  
TX_EN 送信イネーブル 出力 入力  
TXD0 送信データ 出力 入力  
TXD1 送信データ 出力 入力  
TXD2 送信データ 出力 入力  
TXD3 送信データ 出力 入力  
RX_CLK 受信クロック 入力 出力 RX_DV,RXD[3:0],RX_ER のタイミング

クロック 
10Base-T: 2.5MHz 
100Base-TX : 25MHz 

RX_ER 受信エラー 入力 出力  
RX_DV 受信データ有効 入力 出力  
RXD0 受信データ 入力 出力  
RXD1 受信データ 入力 出力  
RXD2 受信データ 入力 出力  
RXD3 受信データ 入力 出力  
CRS キャリア検出 入力 出力  
COL 衝突検出 入力 出力  
MDC 管理用データクロック 出力 入力  
MDIO 管理用データ入出力 入出力 入出力  

 
 

1.2.2 Media Dependent Interface (MDI) 
表 2にMedia Dependent Interface(MDI)の端子機能を示します。 

 
表 2 Media Independent Interface(MII)端子機能 

信号名 機能 入出力(PHY) 備考 
TXD+ 送信出力＋ 出力 差動送信出力 
TXD− 送信出力－ 出力  
RXD+ 受信入力＋ 入力 差動受信入力 
RXD− 受信入力－ 入力  
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2. 伝送路 

2.1 MII 
MII のパターン配線を設計する際には、以下の点に注意してください。 

• MII 伝送路は、高周波回路として設計する必要があります。 
• MII 伝送路は、GND 層の隣接層に配置してください。 
• MII 伝送路は、最短になるように配置してください。 
• MII 伝送路には、他の信号を近づけないように配線してください。 
• MII 伝送路は、ビアの使用を極力避けてください。 
• MII 伝送路は、直線で配線してください。レイアウト上やむを得ず配線を曲げる場合は、135°以上の角

度で曲げるか、円弧を用いて配線してください。 
• MII 出力には、出力端子の近くに直列抵抗を配置してください。 
• MDC 端子の伝送線路には、インピーダンスコントロールが必要です。要求される特性インピーダンスは

50Ω±15%です。インピーダンスコントロールは基板の厚さ、材質、層構成などによりパターン幅、パター

ン間隔が異なります。詳細は基板メーカに相談してください。 
• MDIO 端子の伝送線路は、2.0kΩ±5%でプルアップしてください。 
 
図 3に配線コーナーガイドラインを、図 4にMIIレイアウト例を示します。 
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図 3 配線コーナーガイドライン 
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図 4 MII レイアウト例 
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2.2 MDI 
MDI 伝送線路は高周波回路として設計する必要があり、インピーダンスコントロールも必要です。 

MDI 伝送線路のパターン配線設計、回線終端パターン設計に当たっては、使用する PHY メーカのデータ
シートを参照してください。 

 

3. 電源・グランド 
プリント基板は、電源とグランドを内層とする多層 PCB 仕様としてください。 

3.1 MII 
以下に MII の電源・グランドパターン設計時の注意点について説明します。 

• 電源・グランドは、できる限り広い面の層となるようにパターン設計してください。 
• デカップリングコンデンサは、低インダクタンスのセラミックコンデンサを推奨します。 
• アルミ電解コンデンサ、タンタルコンデンサは、一般的に ESR（等価直列抵抗）が高く回線信号のジッタ

等に影響が出る場合がありますので、十分な評価、検討の上使用してください。 
• デカップリングコンデンサは、PHY の電源端子とグランドのできるだけ近くに配置してください。 
• デカップリングコンデンサは、最小インダクタンスになるように電源層及びグランド層に接続してくださ

い。 
 

3.2 MDI 
MDI の電源・グランドパターン設計に当たっては使用する PHY メーカのデータシートを参照してくださ

い。 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/inquiry
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改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2010.06.03 — 初版発行 
1.01 2011.12.20 4 MDIO 端子のプルアップ抵抗値を 2.0kΩ±5%に変更 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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